
第45回大会〕

2 Ha-2 『ごっこ』遊びに現われた家族・家庭生活

　　　　　　　　　　　　　　　群馬女子短大

児　　童

岡野雅子

　【目的】人間は家族の申に生まれ、育つ。いま、その家族・家庭生活が大きく揺れ動いて

いる。従来の家族内役割の固定性からの解除、パーソナル化の進行、あるいは家庭生活の

ホテル化。など。子どもが育つ土壌としての家族・家庭生活は変化しつつある。子どもた

ちは。自らが育つ環境である家族・家庭生活の現状をどのように捉えているのだろうか。

子どもの模倣遊びである『ごっこ』遊びの観察資料から探った。

　【方法】群馬県内市立K保育所において、朝の登所後の自由一遊び時の子どもの活動を観察、

し記録した(ＶＴＲ併用)。観察時期は、1992年7月。

　【結果と考察】①｢お母さんごっこ｣における出現頻度の高い場面は。｢食べる｣｢赤ちゃんの

世話｣｢お買い物｣｢寝る｣である。②｢お母さん｣は最も人気の高い役割であり。年少児･年中

児では複数人の存在も受け容れられる。｢○○じいさん｣｢○○ばあさん｣(＝年寄り)は。相手

を辱める方略として使われている。すでに構築された｢ごっこ｣の中へ後から参入する場合

には。メンバーからの庇護を受ける｢赤ちゃん｣や｢犬｣｢猫｣(＝ペット)の役割を取ると比較的

スムーズに入れる。③子ども自身の性は、役割設定の重要な要件である。互いの役割(お母

さん･お父さん･お姉さん･赤ちゃんなど)を呼称として頻繁に呼び合い。相互に役割を確認、

しているようであるが。しかし。役割は時に応じて変化し一貫性は乏しい。④これらの結

果から、家族・家庭生活の姿は。従来のものと大きく隔たっているとは言い難い。それは、

子どもにとっては、現実の家庭生活の可視的な日常性が圧倒的に優勢であり、そこに内在

している変容は象徴遊びとして現われるまでには未だ至っていないということであろう。

2 Ha-3 幼児期の父親と母親のかかわり方

東京家政学院大家政鈴木百合子

　|」的今日家庭における親の教育機能は、弱体化していると言われており子どもの人間

形成にとって日常生活における親との質的に豊かなかかわりが求められている。本研究

では、日常生活場而で父親、母親が幼児と現在どのようにかかわっており、これから先

どのようにかかわり方を変化させていきたいと考えているのかを明らかにする。

　方法質問紙を作成し分析・考察するf>作成臨あたっては、親が回答することにより自

分心身のかかわり方の現状を知り、新しいかかわり方に気づき、変化させていけるよう

に配慮した。日常生活の具体的な場而として９項目（しつけ、評価、疑問の受けとめ方

、外本的生活習慨など）をあげ、５つのかかわり方（内在・内接・接在・外接・外在・

）の中から現在およびこれからのかかわり方を逃択し回答する。対象は本学幼児グルー

プ、都内幼稚剛児の父親、母親、各94名。

糾果　I,. 父親、川親のかかわり方の傾向は、現在、これから、ともに生活場而の特色

により変化することが明らかになった., 2.現在からこれからへのかかわり方はいづれ

の場而も父けi:もに接在的なかかわり力が増加する。3,子どもからの疑問や評価を求

められる拗ifiiでは父はともに内在、内接、接在的傾向がみられる.. 4.しつけの場而で

は父ほともに外在、外接、接在的似向がみられる。5.遊びとしつけ、親の要求と子の

｀垢求等……lつの関係に同時にかかわる場ifilでは五つのかかわり方に分散する。 6. 遊びと

しつけと社会の三つの閲係にかかわる場而では現在、内接か外接的なかかわりがおおく

これからは接在的なかかわりをしていこうとする.. (研･mil力上田紀子・板m雅子）
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